
令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業
２次公開プレゼンテーション

団体名

企画タイトル：

団体名：

「わたしの体は わたしのもの」
子供の自己決定能力を育む金沢に！



自分のからだ、自分の生き方を

より幸せなものにしていくために

必要な知識（科学的に正しい知識）

を身に付けることが大切
（出典：アクロストン）

団体名：



１．団体について

設 立：2024年４月

活動人数：６名

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

私たちが目指す未来

① 子供達の自己決定能力を育み、

   人生への幸福感や満足感を高める

 ② 包括的性教育が金沢でスタンダードになる

団体名：



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

・現状の地域課題について

そして、生理用品が正しく配布されなかった

令和6年能登半島地震 内閣府調査

甚大な被害を受けた市町 避難所を開設した市町

19市町 13市町
防災・危機管理部局に

女性職員が1人もいない自治体 運営に女性ゼロ

10市町 6市町

2024.02.09 東京新聞 社会記事より



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

謎解きしながら

参加対象は
• 保護者と小学生以上の子供
• 性別年齢を問わず高校生以上の
どなたでも



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

今回の企画の効果

今回の企画の意義
• 性別・年齢にかかわらず、すべての人が科学的に人間

の身体のしくみを理解する
• 生理に対する思い込みや固定観念を正し、知識や考え

方を再構築する

• 子供達へ
生理の仕組みへの理解

• 保護者へ
一緒に問題に挑むことによる、子供からの信頼

• 指導を志す方々へ
包括的性教育専門家による実践からの学び



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

企画タイトル：ミッション
避難所で適切に生理用品を配布せよ！

・スケジュール
７月 ８月 ９月 10月

スケジュール
※周知方法：チラシ・SNS
併用

ワークショップ
チラシ配布
インスタグラム告
知

ワークショップ
（金沢未来のまち
創造館）
親子20組
一般20人
参加費：500円

高校生・
大学生
意見交換会
※メール
SNS使用

中間報告

一般参加者
意見交換会
※メール
SNS使用

11月 12月 １月 ２月 ３月

スケジュール
※周知方法：チラシ・SNS
併用

事業報告書作成 成果発表会



団体名：

３．今後の展開・展望について

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

• 「ミッション 避難所で適切に生理用品を

配布せよ！」の自主開催

• 中高生向けの包括的性教育の講座開催

• 協働から紹介された団体と連携して

イベントの開催や学習会等の新たな展開



【収入】

４．事業収支予算

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

科 目 予 算 摘 要
委託料 100,000 金沢市より

参加費 20,000 500円×20組＋20名

計 120,000

科 目 予 算 摘 要
謝金 20,000 講師料

交通費 58,320
14,580円×2×2
(品川→金沢 往復2名）

材料費 9,000 150円×60名

消耗品費 17870

コピー用紙、プリンター
インク、封筒、チラシ作成
費、意見交換会資料、事
業報告書等

食糧費 7000
5000＠（講師、スタッフ）
2000＠（意見交換会2回
分）

印刷製本費 4930 ポスター（ポスター
セッション用）

使用料及び賃借料 2880 会場費
（未来のまち創造館）

計 120,000

【支出】



4．現在の活動状況

インスタグラムでイベントの告知を開始

●Femtech Japanから協賛のお申し出をいただき、

協賛をお願いすることとした

●能登地震の支援物資のお申し出もあり

防災士の方も交えて今後の展開を相談中

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

団体名：


